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　第3回　 岡 山 骨 移 植 研 究 会

日 時:平 成2年9月29日

会 場:岡 山プ ラザ ホテル

(平成2年11月27日 受稿)

特 別 講 演

ハイ ドロキシアパ タイ トのア ミノ酸脂質軟組織 との反応 について

東京医科歯科大学医用器材研究所　 青 木 秀 希

一 般 演 題

良性骨腫瘍 に対 するハイ ドロキシアパ タイ トの使用経験

岡山大学整形外科　 尾 崎 敏 文　 杉 原 進 介　 住 居 広 士

山 根 孝 志　 井 上 －

(目的)骨 腫瘍摘 出後 の 骨欠損部 位 の充〓 置

換材料 と しては,自 家骨 が最 も有 用 であ る.し

か し,そ れ には量 的 な限界 な どがあ り,他 の移

植材料 が必要 とな るこ とが あ る.当 科 では, 1970

年代 には異種 骨 を多 く使 用 した が,骨 誘 導能 の

問題 抗原性 の 問題 等 が ある とされ,現 在 では

あま り使 用 され てお らず,ハ イ ドロキシアパ タ

イ ト(以 下HAと 略す)を 多 く使 用す る傾 向に

ある.今 回我々 は,良 性 骨腫 瘍 にHAを 使 用 し,

 2年 以上 経過観 察 した3症 例 についてを報告 し,

異種骨 を使用 した症例 と対比 させ てHAの 有用

性 を検討 した.

(対象)症 例 は, 11歳 と29歳 女性 の骨嚢 腫2

例, 16歳 男性 の類腱 線維腫1例 の合 計3例,平

均 経過観 察期 間は28ヶ 月(24～36ヶ 月)で あ る.

治療 は全例,病 巣 掻爬術 を行 う と共 にHA単 独

または 自家骨 を併用 して 骨移植 を行 っ てい る.

(結果)各 症例 に術 後長 期 間に わた る発 熱や

炎症所 見等 の副 作用 はみ られ ず,移 植 後1年 程

度 で顆 粒 の輪郭 が不 明瞭 に な り時期 を追 うごと

にincorporationが 進 ん でい る と思 われた.

(考察)移 植骨 は移植 床 にincorporationさ

れ るか ど うか,ま た その速 度が最 も大切 で あ る.

今 回検 討 したHAは 異種 骨同様osteoconduc

tionの みが期待 され るが, HAは 移植 後2-

3年 の短期的 結果 では異種 骨 よ り良好 であった.

しか し,異 種 骨 は移 植 後5年 以上 経 過 す る と

incorporationが 良好 にな ってお り, HAの 長

期成績 と変 わ らない可能 性が あ る.こ れ はHA

は骨親 和性 が よ く,新 生 骨 と移植 骨が 直接接 す

るが,異 種 骨は初 め新生 骨 との間に線維 性被 膜

が 出現 し, 5-10年 程 度 経過 して線維成 分 は吸

収 され るため と思 われ る.よ って,移 植 床か ら

のosteoconductionが 十分 に期待 で き る症例 で

は,異 種 骨 の使用 で も許 され る と思 われ た.今

後,こ う した材料 のosteoconduction能 の低 い

移 植床 への使 用,生 体 に与 える長期 的 な毒性 の

問題,さ らには支持 性等,な お検 格討す るこ と

が 多い と思 われ る.
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良性骨腫瘍 に対す るハイ ドロキシアパ タイ トの使用経験
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(目的)近 年代 用骨 と して,合 成ハ イ ドロキ

シアパ タイ トが脚 光 を浴 びて,臨 床 的に使 用 さ

れて い るが,我 々 も良性骨腫 瘍 に合成 ハ イ ドロ

キ シアパ タ イ トを用 いた症例 につい て術 后1年

以 上経 過 した症例 の 臨床成 績 を検 討 した.

(方法 及び対 象)術 后1年 以 上経過 した症例

は, 10症 例 で,性 別 は,男 性7例,女 性3例 手

術 時年 齢 は, 2歳 よ り54歳 まで平均17.9歳 観察

期 間 は,最 高3年3ヶ 月であ った.部 位 は,脛

骨3例,上 腕 骨3例,大 腿骨3例,骨 盤1例 で

あ った．病 理 は, fibrous dysplasia 3例,

 solitary bone cyst 3例, Giant cell tumor,

 ossifing fibroma, fibromyxoma, chondroma

各1例 で あ った.治 療 は,全 例,掻 爬 后骨欠損

部 に 自家骨 または同種 骨 と合 成ハ イ ドロキシア

パ タイ トを充損 し,骨 開窓 部は 自家骨 にて閉鎖

した.

(結果)全 症例 に おい て,合 成 ハ イ ドロキシ

アパ タ イ トは移植床 とな じんで きてお り,観 察

期 間 中,合 成ハ イ ドロキ シアパ タイ ト補〓 に よ

ると考 え られ るよ うな副作 用は,術 后 の局 所所

見や血 液学 的所見 において も認め られていない.

全症例,良 好 な経過 が 見 られてお り, ADL上

何 ら支 障 を認め てお らず,合 成ハ イ ドロキ シア

パ タイ トは,不 足 した骨補填 材料 として,有 用

な もの と考 え られ る.

骨嚢腫 に対 す るハイ ドロキシアパ タイ トの使用経験

川崎医科大学整形外科　 林 田 武 継　 渡 辺 良　 長 谷 川 徹
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(は じめ に)今 回,術 後短期 間の 経過 であ る

が骨嚢 腫 に対 して,骨 親和 性 にす ぐれた合 成ハ

イ ドロキ シアパ タイ トを補 填材 に使 用 した臨床

経験 を得 たの で報告 す る.

(方法 お よび症例)1986年7月 よ り1989年10

月 まで の間に,当 科 にて6例 の骨嚢腫 に対 して

自家 骨 とアパ タイ ト混合移植 を行 なった.男 性

5名,女 性1名 で あ り,年 齢 は9歳 か ら48歳 で

あ った.術 後経過 観 察期 間は最 短8ヶ 月,最 長

48ヶ 月 で,平 均22.8ヶ 月 であ った.臨 床 成績 は,

臨床所 見 とX線 所 見 を経時的 に観察 した.又1

例 に おい て,抜 釘 時 に組織標 本 を採取 し,組 織

学 的 に観 察 した.症 例6:13歳 男児1989年10

月に左大 腿 骨頸部 骨嚢腫 の病 的骨 折 と診断 し,

病 巣掻爬,フ ッ クプ レー トにて 固定 し,自 家 骨

とアパ タイ ト混合移 植 を行 な った.術 後9ヶ 月

のX線 像 では,移 植 部 の雲状 陰影化 が進 ん でお

り,術 後12ヶ 月 目に抜釘 術施行 した際,海 綿 骨

部 分 を組 織標 本 として採 取 した.す べ ての症例

にお いて,術 後局所,全 身共 に著変 な く,創 癒

合 も順調 であ り,現 在 まで骨嚢 腫 の再 発 はない

と思 われ る.

(考察)今 回,症 例6で 得 られ た術 後1年 の

自家骨 とアパ タイ ト混合移 植部 の組織 を一部採

取 した.採 取 した部 分 は,周 囲正常骨 よ り約1

cm離 れ た部位(No1)と ほ ぼ中央部(No2)

の海綿骨 部 であ る.こ の組織 を包埋,脱 灰薄切

標 本 を作 成 し, H・E染 色 を施 し観察 した.こ

の標本 にお いて,ア パ タ イ トと成熱 した骨梁 と

の間 にはpseudomembraneの よ うな介在物 は

な く,ボ アー 内 に も成 熱 した骨 組織 を形成 して

い る所見 と推 測 され る.こ れ らは,今 まで数 多

くの基礎 的実 験の結 果 と一致す る所 見 である と

思 われ,人 体 にお いて もアパ タ イ トは骨 との親

和性 が よ く,骨 形成 の場 を与 え うる材料 であ る

こ とが推 察 され る.


